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成 果 の 概 要 

 

所属：文学研究科行動文化学専攻心理学専修 博士後期課程 3 年 

報告者名： 朴 允姫 

 

1) 研究集会紹介 
第 17 回ヨーロッパ発達心理学会はポルトガルのブラガーに位置するミンホ大学(University of 

Minho)で5日間開催されました。この学会は、ヨーロッパ発達心理学協会が主催する学会であり、

約 200 件以上の研究発表が行われました。 
 
2) 本人の研究発表とコメント 
 私のポスター発表は 9 月 11 日金曜日 16:30 から「言語、コミュニケーション」セクションで行

われました。「言語、コミュニケーション」は、乳幼児の言語発達と養育者の関係を調べる研究

が多いセクションであり、今年は養育者の経済的能力や母子・父子コミュニケーションのタイプ

が乳幼児の言語発達に与える影響や、情動と言語の関連性から子どもの社会性発達を調べた研究

が主に発表されました。 
今回、私が発表した研究のテーマも母子コミュニケーションと子どもの情動理解能力の関係を言

語と情動の関係性から調べたものであり、本人の研究に関係する様々な研究を経験することがで

きました。 
 

私が発表した研究内容は、子どもが相手の顔を観察する際に、顔の情動についての具体的な情

報(情動が生じた理由や状況的説明)が言語的に提供される場合、子どもの情動知覚が変化するの

かをプライミング課題を用いて検討することでした。実験 1 には 5 才児 41 名が参加し、実験 2
には 3 才児 28 名が参加しました。結果によると、顔刺激に対する子どもの知覚は 5 才児の場合

具体的な言語情動があると変化しましたが、3 才児では言語情報の影響が見られませんでした。

また、3 才児においては課題の成功率が子どもの言語能力と相関し、子どもの言語的理解力が課

題の成績と関係があることを確認できました。そして、今までの研究結果と現在行っている実験

に関して多様なアドバイスをもらえることができました。以下に頂いたコメントを記載いたしま

す。 
 

①  実験１の場合、子どもの認知能力を調べる課題や運動抑制能力調べる検査を行わなかった

ため、子どもがもともと持っている認知・運動能力がプライミング課題の成績に与える影響

を追加的に調べる必要がある(WN さん, Department of Psychology, George Mason University, 
USA)。 

② プライミング課題の刺激として使われた文章のモーラの数をより正確にコントロールした

方が良い(TK さん、NTT Communication Science Laboratories, JAPAN)。 
③ 顔刺激に対する子どもの知覚に変化がある場合、その刺激を記憶することにも影響が維持

される可能性があるため、記憶課題を行ってみてもよいと思う(MK さん、University of 



Gdansk, Poland)。 
④ 言語的情報により刺激の知覚に変化があると言うことは、その刺激に対する生理的反応も

変化することを意味する。従って、NIRS や ERP などの研究方法を用いて子どもの脳反応を

観察したら、言語的情動による情動刺激のモジュレーションの変化を確認することが可能で

ある(MK さん、Psychology Department, Croatian studies, University of Zagreb, Croatia)。 
3) 研究に関する国際交流の成果 
今回の学会でアメリカ・ジョージメーソン大学の博士研究員の方と出会うことができ、研究

に関する議論を行いました。彼女の指導先生である Denham 教授は、1980 年代から情動に関す

る母親の言語的表現が子どもの情動発達に影響を与えるということ主張した方で、母子コミュ

ニケーションと子どもの情動発達の関係研究の専門家です。今後の研究計画について Denham
教授の博士研究員と相談した結果、実際子どもの母親がどのように情動を子どもに表現するの

かを調べる必要があるということを自覚し、母子コミュニケーションの中で情動的発話を計測

する方法について勉強しました。また、母子コミュニケーションのタイプをコーディングする

ために Denham 教授のラボで使用している指標を共有できるように議論しました。母親と子ど

もの自由コミュニケーションを観察して、母親の情動発話タイプを計測することは専門的知識

と経験を要するものであるため、今回の交流のおかげでそれに関する多様な利益な情報を収集

することができました。また、今後日本とアメリカの母親を対象にし、母親の情動表見の文化

差を調べる共同研究を行うことを計画しました。 
 
4）今後の計画 
 今回の学会で得たコメントやアドバイスに基づいて、追加実験を行う予定です。まず、子ども

の記憶課題を行い、情動に関する具体的な言語情報が顔の表情認識に与える影響が子どもの記憶

まで維持されるのかを観察する予定です。また、後期から情動に関する具体的な言語情報が情動

刺激に対する脳反応に与える影響を調べるため、脳波計測研究（５才児を対象）を行う予定です。 
 

（終） 


